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【研究成果の概要】 （ 文 字 の大 き さ 9 ポ イ ント ・ 字 数 800 字 ～ 1600 字 程 度）  
 

【 問題 と 目 的 】  

 母子 生 活 支 援施 設 （ 以 下、 施 設 ） は社 会 的 養 護関 連 施 設 の中 で 唯 一 、母 子 を 分 離せ ず に 利 用で き

る 児童 福 祉 施 設で あ る 。 近年 の 社 会 的養 育 に お いて は 、 子 ども の 心 身 の健 康 に お ける 永 続 的 な養 育

環 境（ パ ー マ ネン シ ー ） の重 要 性 が 強調 さ れ て おり 、 分 離 に至 る 前 の 親子 支 援 の ニー ズ は 益 々高 ま

っ てい る 。 加 えて 、 子 育 て困 難 世 帯 が顕 在 化 す る我 が 国 に おい て 、 親 子関 係 を 構 築す る た め の支 援

を 欠か す こ と はで き な い 。こ う し た 社会 情 勢 に おい て 、 戦 後長 ら く 親 子関 係 を 含 む包 括 的 な 家庭 支

援 を実 践 し て きた 施 設 に おけ る 支 援 のノ ウ ハ ウ は、 今 後 の 我が 国 の 家 庭支 援 に お いて 有 用 な 示唆 を

与 える と 考 え られ る 。 そ こで 本 研 究 では 、 退 所 者の 施 設 入 所か ら 退 所 に至 る ま で の振 り 返 り の語 り

か ら、 ど の よ うな 支 援 や かか わ り が 利用 者 と 支 援者 の 関 係 構築 に 寄 与 し、 利 用 者 にと っ て 有 用で あ

っ たの か を 検 討す る こ と を目 的 と す る。  

 

【 方法 】  

2024 年 7 月 か ら 2025 年 1 月 に か け て、 施 設 を 利用 し た 経 験を 持 つ 退 所 者 4 人 と その 担 当 職 員及 び

施 設長 を 対 象 とし て 、 そ れぞ れ に １ 対１ の 半 構 造化 面 接 を 実施 し た 。 面接 は 退 所 者と 担 当 職 員及 び

施 設長 で 各 1 回実 施 し 、 所要 時 間 は ２時 間 弱 で あっ た 。 語 り は IC レ コ ーダ ー に 録 音し 、 逐 語 録と し

て デー タ 化 し た後 、 退 所 者の 語 り は グラ ウ ン デ ッド ・ セ オ リー ・ ア プ ロー チ を 援 用し て 分 析 した 。

職 員及 び 施 設 長の 語 り は 退所 者 の 方 の語 り を 裏 付け た り よ り詳 細 に 把 握す る た め に使 用 し た 。な

お 、本 研 究 は 早稲 田 大 学 「人 を 対 象 とす る 研 究 に関 す る 倫 理審 査 委 員 会」 の 承 認 を得 て 実 施 した (承

認 番号 ： 2024-004)。  

 

【 結果 】  

 施設 で の 体 験 は 4 つ の カテ ゴ リ ー と 16 の 概 念 から な る 、「 母子 の 育 ち を支 援 し 社 会へ の 安 心 感を

は ぐく む プ ロ セス 」 と し て一 つ の 中 核カ テ ゴ リ ーに 集 約 さ れた 。 ス ト ーリ ー ラ イ ンを 以 下 に 示す 。  

 施設 で の 体 験は 、［ 否 定 的な 被 養 育 体験 ］ や ［ 心身 の 健 康 問題 ］、［ 子 の発 達 課 題 ］な ど 、 家 庭内 の

問 題だ け で は ない さ ま ざ まな 困 難 が 複雑 に 絡 ま り合 う な か でス タ ー ト する 。 し か し 、［ 施 設 に 対す る

誤 解］ の た め に入 所 に 対 して 前 向 き にな れ ず 、【 傷つ き を 抱 えて の 入 所 】と な る 。 当初 は 、［ 先 行き

不 安］ や 、 他 者へ の 不 信 感か ら ［ 共 同生 活 の 不 安］ を 募 ら せる も 、［ 生 活の 安 定 ］ によ り 落 ち 着き を

取 り戻 す こ と がで き る よ うに な る 。 その な か で 、楽 し そ う に過 ご す ［ 子の 柔 軟 さ ］を 目 の 当 たり に

し 、ど ん な こ とで も 話 を 聴い て 助 け てく れ る ［ 駆け 込 め る 場所 ］ の 存 在を 認 識 す るこ と が 、【 生活 基

盤 の安 定 に よ る安 心 の 獲 得】 に つ な がっ て い く 。そ う し た 環境 は 、［ 見 守ら れ て い る感 覚 ］ を 体験 す

る こと に 寄 与 し、 施 設 は ［頼 れ る 環 境］ と し て 、［入 居 者 同 士の か か わ り］ や ［ 自 己の 表 現 ］ とい っ

た 主体 的 な 行 動に チ ャ レ ンジ す る こ とを 後 押 し し 、【 主 体 的 な自 己 の 回 復 】（ or【 職 員を 頼 り に した

チ ャレ ン ジ 】） に貢 献 す る 。こ う し た 経験 の な か で、 職 員 の 対応 は 母 の モデ ル と な って お り 、［ 人間

関 係の 学 び ］ や［ 子 育 て スキ ル の 習 得］ の 機 会 を得 る 。 こ れは ま さ に ［実 家 機 能 とし て の 施 設］ で

あ り、 自 分 を 見守 っ て く れる 場 所 、 頼り に で き る場 所 が あ ると い う 事 実は 、【 社 会 で生 活 す る こと の

自 信】 と な っ てい く 。  

 

【 考察 】  

 結果 よ り 、 施設 利 用 者 は入 所 期 間 のあ い だ に 、職 員 、 ひ いて は 施 設 と安 定 し た アタ ッ チ メ ント 関

係 （親 子 関 係 ）を 築 い た プロ セ ス が 読み 取 れ る 。施 設 で の 生活 は ま さ にア タ ッ チ メン ト 形 成 のプ ロ

セ スと い え る 。ま た 、 本 研究 が 明 ら かに し た こ とは 、 職 員 が母 の 養 育 者と な り 、 施設 が 実 家 とし て

機 能す る こ と で、 母 が 家 庭を 営 む こ とを 支 援 し てい る と い うこ と で あ る。 こ れ は 生活 支 援 に とど ま

ら ず、 生 活 支 援の な か で 育ま れ る 関 係性 の 支 援 を含 み 込 ん でい る 。 こ うし た 支 援 は親 子 の 関 係性 に

も 波及 し 、 親 子関 係 構 築 支援 に つ な がっ て い く よう で あ る 。こ の こ と は、 子 の 立 場か ら 考 え ると 、

親 子分 離 を 防 ぎ、 子 の パ ーマ ネ ン シ ーを 保 障 す るこ と と 同 義と い え よ う。  

 

【研究成果発表方法】 
・  日 本子 ど も 虐 待防 止 学 会 第 31 回  ほ っ か いど う 大会 に て 口 頭発 表 （ エ ント リ ー 予 定）  
・  「 母子 生 活 支 援施 設 に お ける 親 支 援 の実 際 ： 入 居者 へ の イ ンタ ビ ュ ー 調査 か ら 」 子ど も の 虐 待と

ネ グレ ク ト （ 投稿 中 ）  


